
議
案
第
三
十
八
号

三
朝
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
(
暗
和
二
十

二
年
縁
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
へ
本
義
会
の
議
決
を
求
め
る
｡
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三
朝
町
粂
折
井
　
　
　
L
号

三
朝
町
ふ
る
さ
と
銅
生
基
金
義
朗

(
目
的
)
ノ

弟
一
生
　
こ
の
粂
朗
妊
'
地
方
自
治
法
　
(
暗
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
幕
二
育
四
十
1
集
の
規
定
に
基
づ
き
'

三
朝
町
ふ
一
る
さ
と
劇
生
基
金
の
投
雷
並
び
に
そ
の
響
理
及
び
痕
分
に
3
.
す
る
事
項
を
定
め
ケ
)
と
を
目
的
と
す
る
.

(
#
#
)

集
二
条
､
地
域
活
性
化
雷
糞
の
推
進
に
責
す
る
た
め
'
三
朝
町
ふ
る
さ
と
劇
生
基
金
(
L
以
下
r
基
金
｣
と
い
う
.
)
杏

投
鷺
す
る
.

(
積
立
て
)

/

券
三
森
　
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
裾
は
'
一
般
金
軒
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
襟
と
す
る
.

(
讐
理
)

第
四
森
　
基
金
に
鳳
す
る
､
手
金
は
､
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
義
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
'
こ
れ
を
保

l

誉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.



(
連
用
益
金
の
処
理
)

第
五
森
　
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
'
1
般
金
軒
歳
入
歳
出
予
算
に
軒
上
し
て
'
基
金
に
縞
入
す
る
も
の
と
す

る
●(

錬
番
連
用
)

券
六
条
　
町
長
吐
'
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
鍍
め
る
と
き
は
､
棲
実
な
繰
戻
し
の
方
法
､
新
村
及
び
和
事
を
定
め
て
､

盛
会
に
腐
す
る
手
金
を
畿
軒
安
全
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
か
｡

(
処
分
)

第
七
森
　
基
金
は
'
三
職
町
地
域
活
性
他
事
兼
の
財
濃
に
あ
て
る
場
合
に
取
り
'
そ
の
一
群
又
は
全
称
を
処
分
す
る
こ

･
と
が
で
き
る
｡

(
重
任
)

集
<
粂
　
こ
の
粂
桝
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
基
金
の
讐
理
に
開
し
必
章
な
事
項
は
､
町
長
が
別
に
定
め
る
.

相

　

加

こ
の
先
桝
蛙
'
公
布
の
日
か
ら
篤
行
す
る
｡


